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長野県松本深i 占高挙学校 学校長 高 橋 康 人

本Hの志ヤ会演発会のけ‖催、誠におめでとうございます。け校深志を果立たれた後も、志ヤ会として晰広く

ヤ米活動を続けられている多くの会11の方々が、現役
″Lも参加させて頂くご西せ意のもと、東心のこもった子作

りの減容会を盛大に開催されますことに対し、心からお祝いを中しLげます。

創立120年の際の「第九J大令叫1、そして130年の際の「戴冠ミサ」を中心とする記念演奏会など、師11々々

を彩るよ汁会の芸術性は、深志という学びの場にとって大きな意味を持つ存在であり続けております。キ栄と

いう媒体を通して脈々と連なるその系詰は、志汁会に集う多くの方々の音楽と深志に対する深く熱い想いに支

えられたものと、深になる敬意を表するものであります。また会,1の十様方によるけ校の後輩たちへの平繁か

らの様々なご支援に対しましてこの紙山Fをお付りして心か ら御lLlilしLげます。

志ヤ会の維 の々ご発展と本Hの減衆会のご盛会をご祈念中しlⅢデ、お机いのご張拶とさせていただきます。

松本深志高年学校ヤ米キは,占ヤ会 会長 林  哲 郎

本11は、お忙しいところ志持会演窄会にお越しいただき、ありがとうございます。

)占ヤ会は、1996年け校120用年記念の「第九J減奏会を契機に2006年の130)H午記念閥 冠ミサJそして

昨年の4内 楽演々会に続き、今卜1の宝内茶と令叫iの演奏会と、少しずつではありますが持央に活動の輪を広

げております。

およそ100()人に及ぶ公11は現役の高校11から80歳代までと幅広く、ヤ米を職栄とする者から趣味として楽

しんでいる者、または年米以来茶耐とは無縁の者まで様 で々あります。その中で、それぞれの肯架に対する忠

いをひとつにし、仕4'や家庭の事情、ル1付:地、練科時間等、様々な制約を乗り越え、その集大成として本H、

各減新部の長野力機先生をお迎えして演焚会を開lllすることができますこと、大いなる事びです。

広い〕1代に,こる会!1ですが、各々のif本の
一時期に深志高校キ栞部で活動し、その熱い胸のうちを共イf

したという思いは十卜Jじであります。その延長 11に今11のステ
ージがあり、さらに大きく活動の輸が広力`っていく

ことを取ってやみません。

時間とな問を超えて予楽に集う私達の演奏をご
本縮にお楽しみください。

音楽部 部長 上 杉 優 貴

この成、志汁会の減奏会に参加させていただくことができ光栄です。今llは現役4Lのみの演奏もあり緊張し

ていますが、精一杯演奏させていただきます。

今〕!外には、そのilのネらしにも四っている人たちがたくさんいます。そんな中、私達はこんなにも恵まれた

環境で毎日大好きな音楽を奏でられるなんてとても十せなことです。音楽を通して貴重な経験、沢山の出会い

があることに感謝したいと思います。

これからも先輩方が築き上げてくださった首業部の
・
歴史
Ⅲ
と
Ⅲ
伝統
Ⅲ
を守っていけるよう日々 努力していきます。



I.現役台唱班

混声合唱組曲 「水のいのち」ょり 雨   作 詩 高野学久雄

混声合唱のための 「どちりなきりしたん」ょり Ⅳ

指揮 石 川裕之

工.現役室内楽班

「調和の霊感」より 協 奏曲第10番口短調

指揮 」りIH平也 (在2)

I.志 音会含唱団

飯沼信義編出によるD昌歌

おぼろ月夜 (混声)

浜辺の歌 (女声)

箱根八里 (男声)

夕やけこやけ (鴻声)

雪 (洸声)

ふるさと(鴻声)

カンタータ147番

アヴェ・ヴェルム・

美しく青きドナウ

作山 高 田 :郎

作山 千 所〔英学

ピアノ 」りIH専也 (在2)

14:!的 A rフ Vivaldi

作詩 門 野l■t之

作詩 林  市 浜

作府 舟 ltll 化

44キ寺 11111Hj革[

文部行吋i歌

作詩 高 野lR之

指揮 石 川裕之

吉野恵美子

作山
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14:Hl

14:!||,

作llll

ピアノ

lVl野貞 ‐

成111為:

沌廉太郎

草川 t,

llttrt一

中島加恵

有賀詩織
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Ⅳ=志音会オーケストラ

セレナーデ                    作 山 P I Tchぶkovsky

客演指揮 長 野力哉

V.混声含唱とオーケストラ

より 「主よ人の望みの喜びよ」

コルプス(KV617)

訳詩 堀 内敬三   作 はl J Strauss E

相山 J Yuzuriha、中鳥加志

令唱相山 洋 川十
一

客演指揮 長 野力哉

作!11l J S Bach

作山 W A M6zart



指 揮 吉 野 恵 美 子
(よしのえみこ18いl■)

松本深,的l符学校 東京学拡大学数市学部予楽科声楽専攻卒業。声楽を瀬山詠子氏に、指押を伊藤米
‐氏に師J'。 ilUl会

令呼i川にツプラノパートリーダーとして13年‖‖在胡Ⅲ、オペラ、ミュージカルなどの各種コンサ
ートやテレビ、レコーディングな

どで激客。〕“界 :大テノール (ドミンゴ、カレラス、パヴアロッテイ)らともステージを共にしている。退M後 、鮮1も, 太ヽ1li‖す、

栃本1【足利市、東京ml、安体野ti、松本‖iでアマチェアコ
ーラスの指導にヽたる悌ら、サロンコンサートなどのソロ活IIJを

子iっている。1998年、長野冬季オリンビック文化プログラムのオペラ「信濃の同 ・羊光寺物語Jの 合哨柿導で'1評を博す。

2000年よリサイトウ キ ネン。フェスティパル「1000人の合叫lJ・「200人の合叶1」に指導スタッフとしてlll年参加、今年度の公

式プログラムであるプリテン作‖町「戦争レクイエム」の合哨拍導にもあたっている。松本1,において2005年「カルメン (ハイラ

イト)J、2006年「ニューイヤーコンサート」、2007イ1二まつもと市民オペラ「こうもりJ、200911まつもとlJ民オペラ「昨四iJの合

呼1を指導。志占会においては、深志高挙学校制立120周年 ・130周年fせ念コンサ
ートにおいて令叫Ⅲ怖いHを務めた。

現れ二、1'小合叫1指,ド折協会会と1。ヽ HK文 化センタ
ー松本 「オペラヘの誘いJ ttm。

指 揮 石 川 裕 之
(いしかわひろゆき33卜J年)

松本深,ま高挙学校■米。筑波大学大学院惨丁。これまでに筑波大学lLメ:合叫iW、飯111市民令叫IHなどに所はし、現れ:は

「介叫IHまい」に所属。現れ:、松本深志高等学校教諭、ヤ来部頼‖‖。

ピアノ 中島加 恵
(なかじまかえ 51川 年)

北安供f神池川印r‖Ⅲ身。松本深志rl特学校年米。3歳よリヤマハヤ栄教キでヤ来の水礎を学んだ後、ピアノ、エレクト
ーン、作

出1特の指導を受ける。ヤマハ JEC ttH本大会 均4鍋 賞、均5銀 賞 受賞後、減茶活Illを開始。長野冬季ri輸特午地でのソロコ

ンサートをはじめ、様々な故突者、令叫||‖やとも央演。末水芸術大学予栄学部作山科や米後は演次活動の他、ピアノ、ツル

フェージュ、和1声学特の指導も行う。CM等 映lr4キ栞の制作にも携わり、第 52川カンス1対際広li容プロンズ、第 12い1ギャラク

シー賞 CM部 世1大ど【守、1可内外で多数受賞。2006年、故郷、ti州安な野に拠点を移し、様々な分FFに挑職している。これまで

に作耐1を高trt補、班1li1 1和1、15場法 子の作氏に、作山Pl論をlttttr忠、川井十の作氏に、ピアノを岡rFtt r、十川暁 r、小林山

紀の作氏に、エレクトーンを笠原方 r、小林勝 、欠!i興対:rの作氏に師|「。現在、長llFit敗ルt,よ学郎高校 引:竹勤識PH。

ピアノ 有 賀 詩 織
(ある力` しおり54口1キ)

松本 lu‖1身。松本深志高年学校年米後、lHl朋学問大学カレッジアィプロマコ
ースピアノけ攻を経て、制llllヤい1大学作耐叫!

論学科ヤ本ヤけ攻を単米。H本 キ栞教育における令叫1教育について研究する。長野,tピアノコンク
ールにおいて催分rt、☆

lJJ世受山。「ピ7ノトリオのタベ」にて雨‖1光弘氏らと共減。ジョイ。オブ ・ミュ
ージックマスタークラス、エマニュエル パ ユ

&エ リック ル サージェによるマスタークラス受i鰐。これまでにピ7ノを花問千本、野】‖千朴、阿部夫果 ,、江llttt r、和声学

を万〔1lI敬r、キ楽ャを71t ttt稔の各氏に師Ⅲ。リユ声令WilJ「クール ・ビアJ「波IH少年少女合Wil対J「志子会Jピ アニスト。第2

川松本‖i民オベラ「怖如i」ヨレベティトゥアを務める。現在、長野ht松川高特学校 (飯Hi l:来高挙学校 非)講師。
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